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横浜市中期4か年計画 

（2018～2021年度） 

横浜市中期4か年計画 

（2014～2017年度） 

横浜市中期4か年計画 

（2010～2013年度） 

横浜市基本構想（長期ビジョン） 

横浜市水と緑の基本計画（計画期間：2006～2025 年度） 

 
◆重点的な取組 緑

の
環
境
を
つ
く
り 

育
て
る
条
例 

都
市
緑
地
法 

関連・連携する計画 
○横浜市都市計画マスタープラン 
○横浜市環境管理計画 
○横浜都市農業推進プラン  など 

2006 年度 2025 年度 

横浜みどりアップ計画 

（新規・拡充施策） 

2009～2013 年度 

横浜みどりアップ計画 

(計画期間:平成 26-30 年度) 

2014～2018 年度 

横浜みどりアップ計画 

［2019-2023］ 

2019～2023 年度 

２ 横浜みどりアップ計画と市民推進会議 

(1) 横浜みどりアップ計画 

①位置付け 

横浜市は、大都市でありながら、市民生活の身近な場所にまとまった規模の樹林地や農

地などがあり、また、起伏に富んだ地形から、変化に富んだ水や緑の環境を有しています。こ

の緑の環境を生かし、次世代へ引き継いでいくため、市は2025年度を目標年次とした「横浜

市水と緑の基本計画」を2006年に策定し、計画に基づき長期的な視点から「横浜らしい水・緑

環境の実現」に向けた取組を展開しています。 

１期目となる「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）」は、2008年度までの取組を強化・

充実するため2009年度から2013年度までの５か年の事業計画として策定されました。また、

「横浜みどり税」は、取組を進めるための重要な財源として2009年度から導入されました。 

緑の保全や創造は長い時間をかけて継続的に取り組むことが重要であることから、２期目

となる「横浜みどりアップ計画（計画期間：平成26-30 年度）」が策定されました。 

さらに、２期目の取組の成果や課題、市民意見募集結果などを踏まえ、３期目となる「横浜

みどりアップ計画［2019-2023］」が策定されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図】横浜みどりアップ計画［2019-2023］の位置付け 

具体化 

１期目 ２期目 ３期目 
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②横浜みどりアップ計画［2019-2023］の構成 

2019年度より、３期目の「横浜みどりアップ計画」に基づき、「みんなで育む みどり豊かな

美しい街 横浜」を理念とし、５か年の目標を設定しました。目標の実現に向け、横浜みどりア

ップ計画では、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」「市民が身近に農を感じる場をつくる」

「市民が実感できる緑や花をつくる」を３つの柱とした取組と効果的な広報を推進しています。 

 
計画の理念  みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５か年の目標 

１ 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します 

緑地保全制度による指定が進むことで樹林地の担保量が増加、水田の保全面積を

維持、市街地で緑を創出する取組が進展 など 

２ 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます 

森の保全管理など緑の多様な機能や役割を発揮する取組の進展、緑や花の創出に

より街の魅力・賑わいが向上 など 

３ 市民と緑との関わりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します 

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や事業者が

緑に関わる機会が増加 など 

効果的な広報の展開 

計画の柱 ２ 

市民が身近に農を 

感じる場をつくる 

良好な景観形成や生

物多様性の保全など、農

地が持つ環境面での機

能や役割に着目した取

組、地産地消や農体験

の場の創出など、市民と

農の関わりを深める取組

を展開します。 

計画の柱 1  

市民とともに次世代に

つなぐ森を育む 

森（樹林地）の多様な

機能や役割に配慮しなが

ら、緑のネットワークの核

となるまとまりのある森を

重点的に保全するととも

に、保全した森を市民・

事業者とともに育み、次

世代に継承します。 

計画の柱 ３ 

市民が実感できる 

緑や花をつくる 

街の魅力を高め、賑わ

いづくりにつながる緑や

花、街路樹などの緑の創

出に、緑のネットワーク

形成も念頭において取り

組みます。また、地域で

緑を創出・継承する市民

や事業者の取組を支援

します。 
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(2) 横浜みどりアップ計画市民推進会議

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、市民参加の組織により、横浜みどりアップ計画の

評価及び意見・提案、市民への情報提供等を行うことを目的として、2009年に設置され、2012

年からは条例設置の附属機関に位置付けられました。これまでに全体会議や施策別専門部

会の開催に加え、参加市民を公募したオープンフォーラムや現地調査を実施し、市民意見の

聴取にも努め、計画の評価・提案を行ってきました。 

横浜みどりアップ計画を推進するうえで、市民推進会議のこのような取組は大きな役割を

果たしており、３期目の横浜みどりアップ計画についても継続して活動することとなりました。 

2019年度からは新たな委員も含め、学識経験者や関係団体、町内会・自治会代表、公募

市民の計16名で活動しています。（50頁に委員名簿を掲載） 

横浜市附属機関設置条例第２条第２項本文： 

附属機関(※)の担任する事務は、別表担任事務の欄に掲げるとおりとする。 

別表（抜粋） 

執 行 機 関  附 属 機 関  担 任 事 務  委 員 の定 数  

（中  略 ） 

市 長  横 浜 み ど り ア

ップ計 画 市 民

推 進 会 議  

横浜市域の樹林地及び農地の保全並びに

緑化の推進を図ることを目的とする横浜み

どりアップ計画に係る施策及び事業につい

ての情報提供、評価等に関する事務 

20人 以 内  

（以 下 省 略 ） 

※附属機関とは、法律又は条例に基づき設置する機関で、市長等の執行機関の要請によ

り、行政執行のために必要な審査、審議、調査等を行うことを職務とする機関。

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

学識経験者、関係団体、公募市民等の計 16 名 横

浜

市

市

民

情報提供 

・市民推進会議報告書

・広報誌「Yokohama みどり

アップ Action」 等

横浜みどりアップ計画に 

対する評価及び意見・提案 

全体会議

「
森
を
育
む
」
施
策
を
検
討
す
る
部
会

「
農
を
感
じ
る
」
施
策
を
検
討
す
る
部
会

「
緑
を
つ
く
る
」
施
策
を
検
討
す
る
部
会

広
報
・
見
え
る
化
部
会

調
査
部
会

施策別専門部会



- 5 - 
 

３ 市民推進会議 2021 年度の活動実績 

(1) 2021 年度の活動の概要 

市民推進会議の主な活動は、「横浜みどりアップ計画に対する評価及び意見・提案」と「市

民への情報提供」の２つです。 

 

① 横浜みどりアップ計画に対する評価及び意見・提案 

   

② 市民への情報提供 
          

2021 年６月・10 月・12 月   

広報・見える化部会 

⇒ 

・Yokohama みどりアップ Action 

の発行 

・森づくり体験会チラシの発行 

・広報誌「Yokohama みどりアップ Action」の

取材、記事作成、編集 

・見える化企画の検討 

 

2021年度は引き続き新型コロナウイルス感染症防止対策として、WEBを併用したリモート

会議の開催や飛沫感染防止のマスク着用、手指消毒の徹底をしながら活動に取り組みまし

た。

2021 年７月  2021 年９月～10 月  

全体会議 

 

⇒ 

施策別専門部会 

 

⇒ 

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]の

施策・事業を把握し、１年間の活動内

容を検討 

・報告書の骨子を検討 

計画の柱ごとに事業内容を把

握し、意見交換を行う 

2021 年 10 月  2021 年 11 月  2021 年 12 月 

調査部会  全体会議  

報告書の 

発行 

施策の内容について現地で調

査を行い、現状を把握、検証 

 

⇒ 

報告書の総まとめ  

⇒ 
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(2) 活動の詳細内容 

① 市民推進会議（全体会議） 

市民推進会議の全体会議において、部会の構成や調査の実施など年間の活動内容を確

認し、横浜みどりアップ計画の内容、進捗状況について説明を受けて、質疑応答、意見交換

を行いました。 

 

第 34 回市民推進会議（2021 年７月 12 日） 

・横浜みどりアップ計画の進捗状況について 

・市民推進会議 2020 年度報告書について 

  

 第 35 回市民推進会議（2021 年 11 月 26 日） 

 ・横浜みどりアップ計画 2020 年度の事業実績について 

・市民推進会議 2020 年度報告書（案）について 

・市民推進会議 2021 年度の取組について 

 

② 施策別専門部会 

計画の柱ごとに施策別専門部会を設置し、事業分野ごとに詳細に説明を受け、意見交換

を行いました。 

※2014 年度からは「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、「広報・見える化部会」を設置し

ているため、「効果的な広報の展開」事業に対する評価・提案については、「広報・見える

化部会」にて実施しています。 

 

（ア)  「計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む」について 

第 14 回「森を育む」施策を検討する部会（2021 年 10 月６日） 

・「森を育む」施策の評価・提案について 

 

 

 

 

 （イ） 「計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる」について 

第 14 回「農を感じる」施策を検討する部会（2021 年９月 28 日） 

・「農を感じる」施策の評価・提案について 
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 （ウ） 「計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる」について 

第 14 回「緑をつくる」施策を検討する部会（2021 年９月 29 日） 

・「緑をつくる」施策の評価・提案について 

 

 

 

 

 

③ 広報・見える化部会 

2014年度からは「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、「広報・見える化部会」を設置して

いるため、施策別専門部会として横浜みどりアップ計画の広報について評価・提案を行うとと

もに、横浜みどりアップ計画や横浜みどり税についての情報提供のあり方の検討や広報誌の

編集を行っています。 

広報誌「YokohamaみどりアップAction」では、横浜みどりアップ計画の取組が進んでいる現

場を取材した上で、緑の魅力をいかに伝え、「行ってみよう」「見つけてみよう」と思えるような

内容とするために毎号議論を重ね、市民目線の現場レポートを作り上げています。2021年度

は第５・６号を発行しました。駅及び主要な公共施設のＰＲボックスや、各区役所・土木事務

所・公園緑地事務所等の公共施設で配布するとともに、市のホームページでも公開していま

す。 

 

第47回広報・見える化部会（2021年６月30日） 

・2021年度広報誌テーマ案について 

・見える化企画案について 

 

 

みどりアップ Action 第５号取材（2021 年７月 17 日） 

・テーマ：農園付公園（泉区 岡津町ふれあい公園） 

 

 

 

 

 

 

みどりアップ Action 第６号取材（2021 年 10 月２日） 

・テーマ：地域緑のまちづくり（西区 みなとみらい 21 新港地区運河パーク花時計） 
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第 48 回広報・見える化部会（2021 年 10 月６日） 

・「効果的な広報の展開」事業の評価・提案について 

・みどりアップ Action 第５号原稿案について 

・見える化企画案について 

・みどりアップ Action 第６号記事内容について 

 

 

第 49 回広報・見える化部会（2021 年 12 月 15 日） 

・みどりアップ Action 第６号原稿案について 

・2022 年度みどりアップ Action テーマ案について 

 

 

 

 

2021 年度に発行した「Yokohama みどりアップ Action」 

○ YokohamaみどりアップAction 第５号 

《発 行 月》 2021年11月 

《発行部数》 18,500部 

《テ ー マ》 農園付公園 

（泉区 岡津町ふれあい公園） 

 

 

 

 

 

○ YokohamaみどりアップAction 第６号 

《発 行 月》 2022年２月 

《発行部数》 18,500部 

《テ ー マ》 地域緑のまちづくり 

（西区 みなとみらい21新港地区運河パーク花時計） 

 

 

 

 

 

※報告書末尾に「Yokohama みどりアップ Action」を添付しています。 

遊ぶだけが公園じゃない！野菜づくりをはじめませんか？

農園付公園の一つである「岡津町ふれあい公園」。大人から子

どもまで楽しめる野菜づくりを通じた地域交流を紹介してい

ます。お近くの農園付公園を探してみてはいかがでしょうか。 

脈々と受け継がれる花時計 

みなとみらい地区の運河パークには花時計（日時計）があ

ります。彩り豊かな花はどのように育まれているのか。「開

国博 Y150」から続く歴史と地域の活動をご紹介します。 
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④ 調査部会（現地調査） 

＜第21回調査部会＞ 

日 時  2021年10月27日（水） 午後１時10分～午後４時45分 

参 加 者  委員12名 

調査場所  川和市民の森（都筑区）、 

田奈恵みの里 ハマッ子直売所「四季菜館」（青葉区） 

並木の再生 環状４号線（十日市場・霧が丘地区） 

若葉台もみじ花と緑推進会（旭区） 

(ア)  森の多様な機能に着目した森づくりの現場を調査（川和市民の森） 

都筑区西部に位置する川和市民の森を視察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<委員の感想や主な意見> 

○よく維持管理されています。愛護会の皆さまの努力に感謝するばかりです。川和市民の森

はとても美しい森と思います。 

○間伐などよく手入れされており、散策路も整備されて、良いと感じました。愛護会の皆様の

努力があると思います。担い手づくりが課題かと思います。 

○蚊が多かったので、驚きました。難しいところですが、利用する方、散策する方にとっても

悩ましい存在のように感じました。スズメバチ、昆虫食にて活用したりできないものでしょう

か。森として保全されることによって、地域の風景のアクセントにもなっていると思います。 

○良く整備されていて愛護会の皆様のご苦労と整備された後の達成感の笑顔が目に浮か

びます。 

○きれいな遊歩道が整備され、市のご担当者、また愛護会の方々がしっかりと森を維持管

理されていらっしゃると感じました。 

○市民の森は昔の里山と同じで、地域の人が利用しながら手入れをしていました。タケノコ

掘り等のイベントで楽しく参加してもらえていて良かったです。若い人達が引継いで下さる

と良いのですが。 

 

川和市民の森の概要を説明 散策路を徒歩で視察 
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○コナラやクヌギなども多く、子供達との散歩コースには 適な印象を受けました。ただし、

オオスズメバチの存在は、とても危険であり、巣の撤去だけではなく、女王蜂が出てくる春

先からの対策、（捕獲器の設置）をお願いしたいと思いました。 

○愛護会の方達の維持管理の努力もあり、散策路もよく整備されており、タケノコ掘りなどの

イベントも行われているとのことで、地域の方にも親しまれていると感じました。 

○川和駅から近く、非常にアクセスが良い場所に市民の森として樹林地が残ったことは良か

ったと思います。展望台があり、そこまでのアプローチを視察しましたが、市民の利活用の

取組状況等を知るためには、休憩広場までの構成・整備の状況の視察が必要と思いまし

た。市民の利活用の一つに広場は重要と感じています。 

○竹林が多く手入れも大変なのかなという印象です。大きな蜂の巣とスズメバチには驚きま

した。愛護会のメンバーも少ないということで、活動の維持のためにもメンバーが増えると

いいと思います。 

○街を通り抜け電車から降りると駅前に管理された農地の中にこんもりとした森があり、懐

かしい気持ちになります。森は散策道が整備され市民に利用しやすい立地です。木々の

名前も標示されていたら楽しめると思います。 

○クヌギや竹林等からなる雑木林で人の手が入った、川和町のシンボリックな森として存在

感がある街なかの市民の森と印象を抱きました。しかも、その前の集団農地と一体的な田

園環境としての存在が非常に貴重なのだと思えました。そのすぐ近くに駅があり、区画整

理事業が行われている状況を考えても、これからの新しい川和地区にある地域資源を市

民の森として確保、継承したことは大きな意義があることではないかと思いました。市民の

森愛護会も、地権者型ではなく、里山の保全・継承に興味・関心を持つ住民が主体的に参

加している。その方々がもっと広がっていくのを期待します。 
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(イ)  水田の保全・農景観を良好に維持する活動の支援現場を調査（田奈恵みの里 ハマ

ッ子直売所「四季菜館」） 

青葉区及び都筑区の一部に位置する田奈恵みの里を視察し、恵みの里事業の概要

について説明を受けました。また、農産物直売所「四季菜館」の現場も視察しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<委員の感想や主な意見> 

○水田保全に奨励金の交付（約 48％）が実施されているなど、農地保全に役立ってい

る状況を説明して頂きました。 

○地産地消教室やイベント、加工など総合的に農の取組を進めているところが良いと

思いました。 

○これらの事業にどのくらい「みどりアップ計画」が貢献しているのか見えると効果検証

にとって有益な素材（データ）になると思います。 

○新鮮野菜から花、植木、加工品などを見て回っているといろいろ購入したくなる品揃

えで非常に良い直売所でした。 

○直売所の野菜等に多くの名前があり、積極的な取組が感じられました。恵みの里に

おける次世代の子供たちとの関わりをもう少しお話しが聞ければ良いと思います。 

○恩田川が養分過多だとは知りませんでした。生産者の大変さを実感しました。若い

方々に頑張って頂きたいです。 

○新鮮な野菜、季節感あふれる野菜を手にする恩恵を受けられる大切さを感じていま

す。また食の恵みだけではなく、景観としての農の風景は、横浜で暮らす子供たちに

も「原風景」として残ることでしょう。今後も大切にしていきたい農の姿と感じています。 

○田奈地区の圃場の様子を近くで確認できませんでしたが、農の散歩道にレンゲなど

景観植物を栽培して、散策に来た方々が楽しんでいるとのことです。なお、レンゲを

緑肥として田畑にすき込むことは殆んどされていないとのことでした。 

○市民と農を繋げる活動を体験やイベントを通じてきめ細やかに行い、その機能を十

分に果たす施設と思われました。 

 

 

恵みの里事業の概要説明 四季菜館内の視察 
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○四季菜館では、加工所が設けられていることにより、生産物が加工品となって市場

に出て、地産地消に繋げている点が地域活性の基盤になっていると思われました。

四季菜館での多種の加工品ほか、多くの市内の生産品も取り扱い地産地消の拠点

の機能も果たしていると思われました。 

○歴史ある古い蔵を移転させて今の四季菜館になっているという、さらに震災の間に

移動していたという話に驚きました。市内の JA 直売所の中で唯一あのような外観の

建物であることがとても素敵だと思います。加工品づくりは農家の女性の活躍の場

として積極的に進めていくとよいと思います。地元の穀物や野菜を使ったお惣菜や

加工品は素晴らしいです。イベントにも参加してみたいと思いました。 

○十日市場農業専用地区は空いている田も見受けられましたが、水利の改修を進め

て水田を潤して欲しいです。大草や雑木が育つと元に戻すのに労力がいります。 

○販売する農産物等が広く地域外から持ち込まれているとのこと、以前に比べると旧

田奈農業管内の農業生産が後退しているのかと感じたところです。水田の奨励金が

ほぼ 100％使われており、体験水田の取組も根付いていることから水田としては継

続的に受け継がれそうですが、直売所に並ぶ野菜や農産加工物に地場産のものが

減るのは非常に残念です。 

旧田奈農協の農業倉庫を曳家して四季菜館にした意気込みにふさわしいように、新

鮮な地場野菜等の販売が根付くのを願うとともに、おいしい茶饅頭、シフォンケーキ

等の田奈ならではの食べ物がいつでも手に入る状況をどう作り出していくのかが課

題だと感じました。 

 

(ウ)  街路樹による良好な景観の創出・育成現場を調査（並木の再生 環状４号線十日市

場・霧が丘地区） 

環状４号線の十日市場・霧が丘地区の老朽化した

桜並木などの再生や空いている植栽桝への補植など

を車窓から見学し、事業説明を受けました。 

 

<委員の感想や主な意見> 

○サクラ「ヨウコウ」の植替えの工夫は良いと思います。

10 年後の姿が楽しみです 

○見事な桜並木だと思っていましたが、40 年で植替え

が必要となると大変だと思います。並木の維持を期

待します。 

○街路樹は市民が日常的に目にするものと思います。ただ日常的すぎるがゆえに

なかなか気にとめられないと思います。これがみどりアップ計画の事業だと知ら

ない市民が多いと思います。何かしらの看板や掲示ができると良いと思います。 

○大変な大工事となりますが、将来が楽しみです。 

ヨウコウの植栽状況 
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○ソメイヨシノの根上がりの箇所が多く見うけられ、道の段差によるお年寄りや子

供達の事故が心配でした。 

○ソメイヨシノの植替えは大切です。ゆっくり大きくなる木も何十年かたてば、歩道

におさまりきらなくなるので、ゆったりと道幅があると良いと思います。 

○横浜の緑区、青葉区、都筑区に住み続ける理由の一つとして、車で走る車窓か

らもいつも美しい樹木の緑が見ることができること、また春の訪れを感じられる

桜の存在かと思います。ソメイヨシノの桜を樹木管理の観点から、伐採せざるを

得ない問題は各地で起こっているかと思いますが、近隣住民の方たちへの説明、

状況を納得させる方法など、どのような形で行っているかという点も、気になる点

でした。 

○市内のソメイヨシノの並木は、植栽から約 40 年になり台風などでの倒木リスクも

増しており、衰弱した木から伐採し植え替えています。環状 4 号線沿いのこの地

区もソメイヨシノより成長が遅く、耐寒性・耐暑性への環境適応力が高いヨウコウ

ザクラに植え替えていました。 

○桜の更新で、街路樹に成長の遅い樹種、コウヨウが植樹されていることがわかり

ました。花の色がソメイヨシノとは違うようですが、樹種の選択は重要と思いまし

た。 

○見事な花をつけていたソメイヨシノでしたが、老朽化して根元から 1 メートルほど

で伐採し幹だけになっていました。そこから新たな芽が吹き、次世代の木にもな

りそうでした。拝見した幹からは芽が吹き、再生するのかと思いました。 

○車窓から見ただけですが、桜の木は種類によってだいぶ大きさが違いました。春

を象徴する桜の維持管理は大変だと思いますが、再生・保全を継続していって

いただきたいと思います。 

○桜並木の倒木にびっくりです。ヨウコウに更新していただいて、安心して桜をめで

ることが出来ますように。 

○この地域の環状 4 号線の桜はソメイヨシノであったが、40 年が経過する中で、植

栽マスの破壊、舗装面の根上がり等が多発しているのはよく耳にしていましたが、

ベッコウタケのような腐朽菌による衰弱も結構あるとのことはあまりよく知りませ

んでした。街路樹のソメイヨシノも 40 年もたてば腐朽菌で幹の中から衰弱するも

のも多く、樹木医の診断に基づき伐採しているとのことでした。 

 街路樹は成長速度が速いソメイヨシノは不適で、成長が遅いヨウコウを更新植栽

していること、ジンダイアケボノは病気には強いという利点はあるが、成長速度

は比較的早いので、街路樹には不適であるとのことは、参考になりました。幹線

道路の街路樹は、樹形といった景観面の側面だけでなく、時間軸を考えて植栽

する必要があるというのは正直驚きました。 
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(エ) 市民と連携した緑のまちづくりに取組む現場を調査（若葉台もみじ花と緑推進会） 

旭区若葉台で市民との協働により緑化を進めている現場を見学しました。取組

を進めた若葉台もみじ花と緑推進会の方々から、緑化計画や活動の概要、感じて

いる課題などについて説明を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

<委員の感想や主な意見> 

○若葉台もみじ花と緑推進会の活動は工夫されており、継続されることを期待します。

また、ホームページの広報活動はとても素晴らしいと思います。 

○住民の方々の緑を作ろうという熱意に感動しました。緑をきれいに保つには、人手、

お金、仕組みなど大変だと思いました。 

○取組み自体は素晴らしいと思います。「みどりアップ計画」と表示したポップも確認

できましたが、このポップの数を増やすことが市民の認知度を高めるのではないで

しょうか。 

○広い花壇で今後も維持管理をするのが大変と思いました。推進委員会の皆様の苦

労に感謝します。今後のご活躍に期待します。 

○推進会のメンバーの人数が少ないなかで、大変精力的に活動されていると感じま

した。陽当たりの課題もありますが、大きなエリアに今後、花と緑があふれる光景

が実現出来るように頑張ってい頂きたいです。 

○本地区では、大変良く取り組んでいると感じました。他の棟の方々もまねして始め

られるのではないでしょうか。 

〇若葉台団地での取り組みは、古い団地としての新しい住民活動コミュニテイガーデ

ンのあり方の一例を見せていただいたように思います。さまざまな同じようなグル

ープを見てきていますが、何よりも、会の方達の団結や和やかな活動の雰囲気が

とても素晴らしく感じました。また、どこのマンション等にも一時期存在した噴水、水

場の再利用、近隣の学校等の学生さんたちへの景観の配慮など至る所に皆さん

の気持ちがこもった花壇作りと感じました。 

また、廃校を利用したスポーツ活動等の存在等、高齢になっても健康に自立して生

活、住み続けられる街づくり、そしてそれが住民の方たちにも浸透、実行されてい

る様子なども直接伺うことができました。 

敷地内の駐車場に新たに植栽 池を花壇として整備 



- 15 - 
 

外側から見ると、車がないととても住みにくい場所という印象があったのですが、実

際に住われている方が、とても住みやすい良いところだよ！とおっしゃった言葉が

とても印象的でした。 園芸作業だけではなく、時には一緒に会食をするなど、相

互の交流も活発な様子でした。 

○自治会の特別組織として花と緑の推進会があるので、維持管理も上手く行われて

いると感じました。特に「花と緑憩いの広場」には、のぼり旗や子供が描いた絵、看

板には活動日や QR コードが貼ってあり、また推進会の Web ページと植栽植物な

ど、その場でスマホ検索できる工夫が印象に残りました。 

○メンバーの皆さんは意欲的で計画に邁進されている様子が良くわかりました。 

○現状は、樹種等は手が掛かからないような選択はされているようでしたが、その面

積が広く、伺った人数では、水やり、除草に追われる活動となり、花柄取り、花植え

替え等に力が入れられないと思われました。 

○今後進められる彩のプロムナード計画は、バス停近くの街路樹、また、奥地の学校

の植栽とも続くことで一体感のある景観になるのではないでしょうか。陽当たりも良

くないとのことでしたので、高木に樹種根元に彩のある手のかからない常緑のツワ

ブキ等 2,3 種植樹しても季節感が感じられると思われます。 

○会のメンバーの方の熱意に驚かされました。積極的な活動と、QR コードを活用し

たホームページなどの情報発信には感心させられました。緑地の改良や修繕にお

いて、地権が細かく分かれていることにもまた、勉強になりました。 

○若葉台団地の緑化彩りプロジェクトはいろいろ学ぶことがありました。2,3 年後の彩

りプロムナードの整備後が楽しみです。高校生を巻き込んで管理出来たらいいけ

ど。みどりアップ計画による取組がはっきりしていて良かったです。 

○若葉台もみじ自治会の地域緑のまちづくり事業は、期待をもって見学させていただ

き、話を聞かせてもらいました。団地開発から 30 年が経過し、集会所の前の噴水

やその水の流れる水路が使われなくなり、その跡地を使い、元の水路沿いを芝生

広場にしたところを拠点的な緑化場所にしていました。 

それからバス停留所までの歩行者通路に沿ってコキア（箒草）が植えられていまし

たが、日当たりが悪くて、成長が悪かったり、真っ赤になっていなかったりとまばら

になっていました。バス停横の三角広場（駐車場の一部）は規模も大きく、面的に

は拠点的な緑化場所でしたが、植えられている植生にコンセプトが感じられず、手

に余っている感じ。傍らで苗をつくっていましたが、カラスに種が食べられたりして

いるとのこと。苗床施設の導入を始め、専門家のアドバイスが必要と思いました。 

また、星槎道路沿いの植栽帯は、奥行きがあるため植物の成長に伴い、管理に手

間取ることも想定されました。全般的には、今の 30 人のメンバーだけで緑化や維

持管理するのは困難で、もっとたくさんの担い手登場を促す仕掛けが重要だと感じ

ました。 
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４ 施策ごとの評価・提案 

市民推進会議では、横浜みどりアップ計画の「市民とともに次世代につなぐ森を育む（「森を

育む」）」、「市民が身近に農を感じる場をつくる（「農を感じる」）」、「市民が実感できる緑や花を

つくる（「緑をつくる」）」の施策と、横浜みどりアップ計画を市民の皆さまに周知するための「広

報・ＰＲ」について、現地調査で活動団体などからいただいた意見も踏まえて、評価・提案を行

いました。 

なお、横浜みどりアップ計画で進めている事業・取組には、横浜みどり税の導入時に定めた

使途に沿って横浜みどり税を充当している事業・取組と、横浜みどり税を充当せずに進めてい

る事業・取組がありますが、市民推進会議では市民の皆さまが負担している横浜みどり税を充

当している事業・取組を中心に評価・提案を行いました。 

 ◆計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：横浜みどり税を充当している事業・取組 
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2020 年度の取組状況について、これまでの取組状況とあわせて振り返ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

特別緑地保全地区などの緑地保全制度による指定は、緑のネットワークの核となるまとま

りのある樹林地を中心に土地所有者へ働きかけを行い、2009 年度から 2021 年度の 12 年

間で約○○○ha、2021 年度は○○○ha 指定されました。 

緑地保全制度による指定の拡大が進んでいます 

◆各計画の柱のハイライト 

＜緑地保全制度による指定の状況＞

計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

2021 年３月末現在 

 

 

 

 

 

作成中 
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野菜の収穫や果実のもぎとりなどを気軽に体験できる収穫体験農園、

区画割りされた農園で本格的な農作業が出来る認定市民菜園や農園付

公園など、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設が進んでいます。 

農園の開設が進んでいます

＜農園の開設状況＞ 

（2009 年度から 2021 年度の 13 年間） 

※（ ）内は 2021 年度新規開設分 

●環境学習農園 

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

●収穫体験農園 

●認定市⺠菜園 

●農園付公園 

 

 

 

 

 

作成中 
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計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

◆評価・提案の概要 

 

市内各地で様々な緑をつくる自主的な活動が行われ、2009 年度から

2019 年度の 12 年間で市内○○地区において、魅力ある緑のまちづくりが

進んでおり、2021 年度は新たに○地区で緑化の取組が進みました。 

緑のまちづくりが進んでいます 

BEFORE 

AFTER 

※横浜みどりアップ計画の詳細な実績については、「2020（令和２）年度 事業報告書」を

ご覧ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-

koen/midori_up/jigyou_houkoku.html 

2021 年３月末現在 

＜地域緑のまちづくり実施地区一覧＞ 

 

 

 

 

 

作成中 
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◆評価・提案の概要 

「計画の柱１：市民とともに次世代につなぐ森を育む」については、○○。 

 

「計画の柱２：市民が身近に農を感じる場をつくる」については、○○。 

 

「計画の柱３：市民が実感できる緑や花をつくる」については、○○。 

 

「効果的な広報の展開」については、○○。 
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（１）計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

森（樹林地）の多様な機能や役割に配慮しながら、緑のネットワークの核となるまとまりのある

森を重点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業者とともに育み、次世代に継承しま

す。 

施策１ 樹林地の確実な保全の推進  

事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り     

●事業概要（計画書から抜粋） 

 市内に残る樹林地の多くは民有地であり、まとまりのある樹林地を保全して次世代に引き継

ぐためには、土地を所有する方が、できるだけ持ち続けられるよう支援することが必要です。そ

こで、緑地保全制度に基づく指定により土地所有者へ優遇措置を講じることで、樹林地を保

全します。 

 また、土地所有者の不測の事態等による、樹林地の買入れ申し出に対応します。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

緑地保全制度による新規指定 60ha    300ha 

土地所有者の不測の事態等による

土地の買取り 
（想定）22.9ha   （想定）113ha 

 保全した樹林地の整備 推進   推進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑地保全制度により買入れた緑地 

（保土ケ谷区（仮称）今井・境木市民の森 ） 

特別緑地保全地区に新規指定された緑地 

（瀬谷区阿久和南一丁目藤ケ谷特別緑地保全地区） 

みどり税 

集計中 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 
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◆施策１についての評価・提案 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局緑地保全推進課） 

 2019 年度から新たな横浜みどりアップ計画に着手し、制度指定のメリットを土地所有者

の皆様に丁寧に説明しながら、新たな樹林地の指定に取り組みました。働きかけの対

象となる未指定樹林地の小規模化に加え、昨年から続く新型コロナウイルス感染症に

より、指定の取組は非常に難しい状況が続いています。特に、昨年当初は土地所有者

の皆様と直接お会いできない時期もあり、感染症対策をしながら働きかけを行いました

が、指定地区数としては 2019 度の 71 地区に対し、2020 年度は 79 地区を指定し、前年

度を上回ったものの、指定面積は目標を下回る結果となりました。 

 一方、樹林地の買取りが進み市の管理地が増えるなか、特別緑地保全地区等の新た

な指定にあたっては、傾斜地など地形の状況や接道などの周辺状況を踏まえ、適切な

整備や維持管理が行える区域とすることが必要です。区域設定の調整や課題の検討

には時間を要しますが、今後もまとまりのある貴重な樹林地を保全するため、粘り強く

事業を進めていきます。 

 

 

 

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 
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 施策２ 良好な森を育成する取組の推進  

事業② 良好な森の育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

生物多様性の保全、快適性の確保、良好な景観形成、防災・減災など、森に期待される多

様な機能が発揮できるように、利用者や樹林地周辺の安全にも配慮し、愛護会や森づくりボラ

ンティア、企業等様々な主体と連携しながら、良好な森づくりを進めます。 

また、樹林地を所有する方が、できるだけ樹林地として持ち続けられるよう、緑地保全制度

による指定地における維持管理の負担を軽減するための支援を行います。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

森の維持管理 推進   推進 

取組（２） 指定した樹林地における維持管理の支援 

維持管理の助成 100 件   500 件 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

保全管理計画の策定 （戸塚区上矢部ふれあいの樹林） 

森づくりガイドライン等を活用した維持管理の推進 
（旭区今宿市民の森） 

集計中 

集計中 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 



- 24 - 
 

事業③ 森を育む人材の育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

市民や事業者と市の協働により森を育む取組を進めるため、森づくり活動に取り組む市民

や団体を対象に、活動のための知識や技術に関する研修を実施し、森を育む「人」を育てま

す。また、森づくり活動を行う団体を対象に、活動に必要な支援を行います。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 森づくりを担う人材の育成 

森づくりを担う人材の育成 推進   推進 

広報誌等での森づくり活動

に関する情報発信 
４回   20 回 

取組（２） 森づくり活動団体への支援 

森づくり活動団体への支援 30 団体   150 団体 

森づくり活動団体への専門

家派遣 
４回   20 回 

チッパーの貸出し 推進   推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

森づくりを担う人材育成 

森づくり体験会の様子 

（緑区鴨居原市民の森） 

森づくり活動団体への支援 

専門家派遣の様子 

（栄区本郷ふじやま公園） 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 

 
集計中 

 
集計中 
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◆施策２についての評価・提案 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 樹林地管理においては、特に樹林地外周部の斜面で、災害予防を目的とした剪定や

伐採などを行いました。その意義や効果については、多くの方々にご理解をいただけ

るようになってきたと感じています。保全管理計画の策定や計画的な管理について

も、愛護会とも連携しながら進められており、今後も作業成果の検証を行いながら、

生物多様性や安全性など森の機能を高める管理を着実に進めていきたいと考えてい

ます。 

 樹林地維持管理助成事業は 2019 年度に発生した台風の影響により、多くの申請

に対応しました。気候変動による台風の大型化により、倒木等の被害が増加してい

るなかで、土地所有者の維持管理への負担感軽減により効果のある取組とするた

め、2020 年度から復旧作業に対する支援を拡充しました。今後も台風などの災害か

ら樹林地を守っていくための一助として、土地所有者の方にこの助成の活用を呼びか

けたいと思います。 

 「よこはまの森ニュースレター」では研修や支援制度の紹介、愛護会や森づくり活動

団体の活動紹介などを行っています。今後、さらに活動の楽しみの幅が広がるよう、

森づくり活動に必要な安全管理の知識や、森づくり体験会を実施した樹林地の林床

にどんな変化がもたらされたのかなどの情報提供を行っていきます。 

 
 

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 

 

 

 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 
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施策３ 森と市民とをつなげる取組の推進  

事業④ 市民が森に関わるきっかけづくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

横浜の森について理解を深め、さらには行動につなげるため、森に関するイベントや講座

の開催により、市民が森に関わるきっかけを提供します。また、市内５か所にあるウェルカムセ

ンターの活用などにより、情報発信等に取り組みます。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 森の楽しみづくり 

市内大学や関係団体などと連携し

たイベントや、区主催による地域の

森でのイベントの実施 

36 回  
 

180 回 

取組（２） 森づくり活動団体への支援 

ウェルカムセンター周辺の緑を活用

したイベント等 
10 回  

 
50 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

みどり税 

 

   

・よこはま森の楽校              

・森の中のプレイパーク      

・クラフト教室         

・自然教室（昆虫観察会）    など 

よこはま森の楽校の様子（Zoom にて開催・スライド資料） 
（都筑区東京都市大学田中章研究室） 

森の中のプレイパーク「めざせ名探偵！ 
森のパズルを解き明かせ！」の様子 

（中区本牧山頂公園） 

2020 年度 
～森の楽しみづくり イベントの内容 ～ 

 
集計中 

集計中 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 



- 27 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタープリター養成講座の様子 
（緑区新治市民の森） 

ウェルカムセンターイベント 
「植物ずかん作り教室」の様子 

（保土ケ谷区環境活動支援センター） 

 

 
市内に残るみどりの大切さを

広く知っていただくため、横浜

の森の魅力や役割を、単なる

情報提供だけではなく、直接体

験や教材を通して、効果的に伝

える技術や知識を学ぶ講座で

す。 

インタープリター養成講座 

について 

長津田宿市民の森ガイドマップ 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 
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◆施策３についての評価・提案 

 

「森を育む」施策を検討する部会 部会長コメント 

 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

望月 正光  

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 森の楽しみづくりとして、市内各地にある樹林地や緑を活用した自然観察イベント等を

実施しました。森の楽校のキャンパスイベントについては、対面式のイベントが新型コ

ロナウイルス感染症の影響により実施できなかったため、開催方法については検討を

重ね、初の試みとして WEB 参加形式で実施しました。市内小学生を対象に図書館及

び、公園で実施したイベント（森の中のプレイパーク）でも市民の森やふれあいの樹林

などの自然観察や散策のできる樹林地が市内には数多くあることを紹介し、樹林地で

過ごす時間の魅力を感じる機会を提供しました。 

 コロナ禍での生活様式の変化から、市民の樹林地に対する関心は高まっており、ウェ

ルカムセンターには多くの方が来館され、イベントも毎回たくさんのお申込みをいただ

いています。これまで関心の無かった方にも樹林地を訪れてもらう機会が増えた一方

で、利用マナーをご存知ない方も一部いらっしゃるようです。今後はイベント等の楽し

みづくりと共にマナーの普及啓発も着実に進める必要があると考えています。 

 今年度は、「長津田宿市民の森ガイドマップ」を新たに作成しました。広域マップ部分

には周辺情報も盛り込み、付近にある公園やみどり等も一体的に楽しめるよう、工夫

しています。より身近なみどりに関心が高まってきていますので、ガイドマップをきっか

けに、市民が気軽に森を訪れることができるよう、これからも工夫していきます。 

 
 

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 

 

 

 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 
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（2）計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

良好な景観形成や生物多様性の保全など、農地が持つ環境面での機能や役割に着目し

た取組、地産地消や農体験の場の創出など、市民と農の関わりを深める取組を展開します。 

 

施策１ 農に親しむ取組の推進  

事業① 良好な農景観の保全   

●事業概要（計画書から抜粋） 

 農地は良好な農景観の形成や生物多様性の保全、雨水の貯留・かん養機能など多様な機

能を有しており、横浜に残る農地や農業がつくりだす「農」の景観は多様です。農業専用地区

に代表される、集団的な農地から構成される広がりのある景観や、樹林地と田や畑が一体とな

った谷戸景観などが、地域の農景観として多くの市民に親しまれてきました。この農景観を次

世代に継承するため、横浜に残る貴重な水田景観を保全する取組や、意欲ある農家や法人

などにより農地を維持する取組を支援します。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 水田の保全 

水田保全面積 125ha   125ha 

水源・水路の確保 2 か所   10 か所 

取組（２） 特定農業用施設保全契約の締結  

特定農業用施設保全契約の締結 制度運用   制度運用 

取組（３） 農景観を良好に維持する活動の支援 

まとまりのある農地

を良好に維持する

団体の活動への支

援 

集団農地維持面積 705ha   730ha 

農地縁辺部への植栽 11 件   55 件 

井戸の改修 ２地区   ５地区 

土砂流出防止対策 ３件   15 件 

周辺環境に配慮し

た活動への支援 

牧草等による環境対策 4ha   20ha 

たい肥化設備等の支援 ５件   25 件 

取組（４） 多様な主体による農地の利用促進 

遊休農地の復元支援 0.3ha   1.5ha 

 

 

みどり税 

 
 
 
 
 
 

集計中 
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土砂流出防止対策を実施した農地 

（都筑区東方町） 

まとまりのある農地への景観植物の植栽 
（旭区都岡地区恵みの里） 

整備された水路（泉区下飯田町） 
 

保全された水田（戸塚区舞岡町） 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 
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事業② 農とふれあう場づくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

食と農への関心や、農とのふれあいを求める市民の声の高まりに応えるため、収穫体験から

本格的な農作業まで、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設や整備を市内各地で進めま

す。 

また、市民と農との交流拠点である横浜ふるさと村や恵みの里を中心に、市民が農とふれあ

う機会の提供や、農家への援農活動を支援します。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 

様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 4ha   22.8ha 

 

うち 収穫体験農園の開設支援 1.5ha   (7.5ha) 

うち 市民農園の開設支援（栽培収穫体験 

ファーム・環境学習農園・認定市民菜園） 
2ha   (10ha) 

うち 農園付公園の整備 0ha   (5.3ha) 

取組（２） 市民が農を楽しみ支援する取組の推進 

横浜ふるさと村、恵みの里等で農体験教室など

の実施 
90 回   450 回 

市民農業大学講座の開催（１年次の講座回数） 20 回   100 回 

家族で学ぶ農体験講座の開催 ６回   30 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

開設支援した認定市民菜園 
（青葉区新石川） 

開設支援した収穫体験農園 
（保土ケ谷区川島町） 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 

 
 
 

集計中 
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市担当者からのコメント（環境創造局農政推進課・みどりアップ推進課・環境活動支援センター） 

 水田保全に関する事業では、保全期間10年が満了した土地所有者に更新手続きをお願

いしていますが、高齢化が進み、10年後の耕作状況まで見通せないと更新を辞退される

方が増えていて、目標の達成に困難を感じています。一方、水稲を作付していながら申し

出いただいていない土地所有者も少数ながらいらっしゃるため、個別に事業の趣旨を説

明するなど粘り強く働きかけ、新規に1.2haを保全することができました。 

 市民農園の事業では、小中学校の児童が農家の指導により農作業を体験できる環境学

習農園において、新型コロナウイルス感染症対策による学校の休校措置やイベントの人

数制限対応などにより、園主から「児童への指導を例年通りに実施することができず苦労

している」などの意見や相談が数多く寄せられました。新型コロナウイルス感染症という

未曽有の事態の中での対応に、農家の方とともに悩みました。 

 コロナ禍において、密にならずに農とのふれあいを楽しむことができる場として、農園利

用についての問合せが増えています。市民の皆様のニーズに応えられるよう、引き続き、

農園付公園の開設に向けて整備を進めていきます。 

 ふるさと村や恵みの里の事業では、市民の皆様に農体験を楽しんでいただくため、農家

の方々が熱心に準備を進めましたが、残念ながら新型コロナウイルス感染症の影響で約

60 件のイベントを中止することになりました。それでも、農家の方の相談に乗り、いっしょ

に感染症対策を工夫しながら、2020 年の夏以降は多くのイベントを企画し開催することが

できました。 

 恵みの里が実施する収穫体験などのイベントに対して、例年を大きく上回る申込みがあ

ったことや、市民農園の利用に関する問合せの増加など、コロナ禍の生活様式の変化に

伴い、横浜の農業への関心や農体験のニーズが高まっていることを実感しています。 

家族で学ぶ農体験講座 
（保土ケ谷区環境活動支援センター） 

恵みの里の農体験教室 
（緑区新治町） 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 
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◆施策１についての評価・提案 

 

 

 
 

「農を感じる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策２ 地産地消の推進  

事業③ 身近に農を感じる地産地消の推進 

●事業概要（計画書から抜粋） 

身近に市内産農畜産物や加工品を買える場や機会があることへの市民ニーズは高く、地域

で生産されたものを地域で消費する地産地消の取組は、身近に農を感じ、横浜の農への理解

を深めるきっかけにもなります。 

そこで、「横浜農場※の展開」による地産地消を推進するため、地域でとれた農畜産物など

を販売する直売所等の整備・運営支援や、市内で生産される苗木や花苗を配布するなどの取

組を進めます。あわせて、地産地消に関わる情報の発信など、PR活動を推進します。 

※横浜農場：食や農に関わる多様な人たち、農畜産物、農景観など、横浜らしい農業全体を農場と見立てた言葉 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 地産地消にふれる機会の拡大 

直売所・青空市等の支援 57 件   285 件 

緑化用苗木の配布 25,000 本   125,000 本 

情報誌などの発行 ６回   30 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

野菜の自動販売機（港北区） 

はまふぅどナビ第 56 号 緑化用苗木の配布（中区） 

戸塚区地産地消 PR・直売コーナー(戸塚区) 

集計中 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 
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事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開 

●事業概要（計画書から抜粋） 

 市内産農畜産物を食材として活用し、加工販売したいと考える企業や、横浜の農業の魅力

を伝える活動を行う野菜ソムリエや料理人などが増え、市民や企業、学校など農業関係者以

外の主体が地産地消の取組を実施する活動が広がっています。この動きをさらに拡大するた

め、市民の「食」と、農地や農畜産物といった「農」をつなぐ「はまふぅどコンシェルジュ」などの

地産地消に関わる人材の育成やネットワークの強化を図り、「農のプラットフォーム」を充実す

るとともに、農と市民・企業等が連携した「横浜農場の展開」を推進します。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 地産地消を広げる人材の育成 

はまふぅどコンシェルジュの活動支援等 30 件   150 件 

地産地消ネットワーク交流会の開催 1 回   5 回 

取組（２） 市民や企業等との連携 

市民や企業等との連携 10 件   50 件 

ビジネス創出支援 4 件   16 件 

学校給食での市内産農産物の一斉供給 推進   推進 

料理コンクールの開催 1 回   5 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はまふぅどコンシェルジュ活動支援 
（マルシェの開催） 

地産地消ネットワーク交流会の開催 
（食と農のフォーラム） 

企業等との連携による地産地消の推進 
（ニュウマン横浜における地産地消フェアの開催） 

はま菜ちゃん料理コンクール 
入選作品レシピ集 

 
 
 

集計中 

 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 

 
 
 

集計中 
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◆施策２についての評価・提案  

 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局農業振興課） 

 今年度は、株式会社ルミネ及び横浜銀行と連携した、ニュウマン横浜における「横

浜地産地消フェア」の開催や、ＪＡ横浜と連携した市庁舎での横浜野菜の直売など、

新たな地産地消の取組を企業等との連携により実現することができました。これら

の取組を通じて、より多くの方に横浜で営まれている農の魅力を感じていただくこと

ができました。引き続き、様々な主体と連携しながら、市民の皆様が身近に農を感じ

られる取組を進めていきたいと思います。 

 はま菜ちゃん料理コンクールにおいて電子申請を活用した応募方法に変更したり、

地産地消ビジネス創出支援事業の講座をオンラインで実施するなど、新型コロナウ

イルス感染症対策として、柔軟な対応を取り入れることにより、コロナ禍でも円滑な

事業実施を行うことができました。 

「農を感じる」施策を検討する部会 部会長コメント 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

内海 宏  

 
 

「農を感じる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 
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（３）計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

街の魅力を高め、賑わいづくりにつながる緑や花、街路樹などの緑の創出に、緑のネットワ

ーク形成も念頭において取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民や事業者の取

組を支援します。 

施策１ 市民が実感できる緑をつくり、育む取組の推進  

事業① まちなかでの緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

多くの市民の目にふれる場所での緑化や目にする機会の多い街路樹を良好に育成するた

めの取組、地域で古くから親しまれている名木古木の保存など、市民が実感でき、生物多様

性の保全に寄与し、地域の良好な景観形成や賑わい創出につながる緑の創出・育成を推進

します。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 公共施設・公有地での緑の創出・育成 

緑の創出 7 か所 5 か所 21 か所 36 か所 

緑の維持管理 推進 47 か所 160 か所 推進 

取組（２） 街路樹による良好な景観の創出・育成  

並木の再生 2 路線 

4 路線 

（1 路線完了・   

3 路線整備中） 

9 路線 

（6 路線完了・  

3 路線整備中） 

10 路線 

空き桝の補植 推進 
高木 29 本 

低木 788 本 

高木 209 本 

低木 2,757 本 
推進 

良好な維持管理 18 区で推進 16,993 本（18 区で推進） 53,131 本（18 区で推進） 18 区で推進 

取組（３） シンボル的な緑の創出・育成 

公有地化による

シンボル的な緑

の創出・管理 

推進 

緑の創出：1 か所
（整備中） 

緑の管理：２か所 

の創出：２か所 
（うち１か所整備中） 

緑の管理：２か所 

（想定） 

継続２か所、 

新規２か所 

公開性のある緑

空間の創出支援 
推進 

１か所 
４か所 （想定）10 か所程度 

取組（４） 建築緑化保全契約の締結 

建築物緑化保全

契約の締結 
制度運用 

新規：1 件 新規：３件 

再契約：のべ 48 件 
制度運用 

取組（５） 名木古木の保存 

名木古木の保存 推進 
新規指定：11 本 

維持管理助成：82 本 

新規指定：39 本 

維持管理助成：195 本 
推進 

 

みどり税 

集計中 

 
 

集計中 

集計中 

集計中 

 

集計中 
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市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 並木の再生では、市内の６路線について、老木化した桜並木などの地域に愛されている

街路樹の更新を進め、２路線の整備が完了しました。安全性が高まり、地域に親しまれ

ている緑の景観の維持につながっています。 

 公開性のある緑空間の創出支援事業では、２件の緑化支援が進められました。そのう

ちの一つ、神奈川大学みなとみらいキャンパスは、多くの人々が集い・行き交う地区で

の事例となり、本事業の趣旨に沿ったシンボル的事例になるのではないかと考えていま

す。引き続き、多くの市民の皆様に実感される緑をつくれるよう、取組を進めていきま

す。 

公開性のある緑空間の創出支援 
（西区神奈川大学みなとみらいキャンパス） 

名木古木の新規指定（戸塚区） 

 

 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 
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◆施策１についての評価・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「緑をつくる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策２ 緑や花に親しむ取組の推進   

事業② 市民や企業と連携した緑のまちづくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

緑あふれる魅力的な街をつくるためには、市民や企業と連携した取組が不可欠です。地域

が主体となり、地域にふさわしい緑を創出する取組など、緑の創出・育成に積極的に取り組む

市民や企業を支援し、市民の生活の身近な場所で、緑や花に親しむきっかけづくりを推進し

ます。 

また、第33回全国都市緑化よこはまフェアなど、これまで多くの市民や企業の協力で展開さ

れた各区での緑や花に親しむ取組を、引き続き推進します。 

 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 地域緑のまちづくり 

地域緑のまちづくり 新規６地区 
新規７地区 

継続８地区 

新規 15 地区 

継続 29 地区 
新規 30 地区 

取組（２） 地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

緑や花を身近に感じる各

区の取組 
18 区で推進 18 区で推進 

18 区で推進 
18 区で推進 

地域の花いっぱいにつな

がる取組 
推進 推進 推進 推進 

取組（３） 人生記念樹の配布 

人生記念樹の配布 8,000 本 74,23 本 20,110 本 40,000 本配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

緑化活動（花壇の花植え） 
（港北区綱島西地区） 
【地域緑のまちづくり】 

創出された民有地の緑化 
（旭区若葉台もみじ自治会周辺地区） 

【地域緑のまちづくり】 

 
 

集計中 

集計中 

 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 
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事業③ 子どもを育む空間での緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成長できるよう、子どもが多くの時間を過

ごす保育園、幼稚園、小中学校を対象に、施設ごとのニーズに合わせた多様な緑の創出・育

成を進めます。緑の創出にあたっては、子どもたちと生き物とのふれあいが生まれるような空間

づくりに取り組みます。 

 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

緑の創出 20 か所 45 か所 129 か所 100 か所 

緑の維持管理 推進 83 か所で実施 318 か所で実施 推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

園庭の芝生化 
（緑区みもざ保育園） 小学校でのビオトープ整備 

（青葉区奈良の丘小学校） 

校庭・園庭芝生の育て方講座 
（保土ケ谷区保土ケ谷公園） 

親子体験イベントの開催 
（港北区新横浜公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 

集計中 
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事業④ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

第33回全国都市緑化よこはまフェアには、多くの人が訪れ、緑や花が人を呼び込み、街の

賑わいを創出しました。多くの市民が時間を過ごし、国内外から多くの観光客が訪れるエリア

である都心臨海部などにおいて、これらの取組を継承し、公共空間を中心に緑や花による空

間演出や質の高い維持管理を集中的に展開し、街の魅力や回遊性の向上・賑わいづくりに

つなげます。 

●実績 

項目 
2021 年度 ３か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 都心臨海部等の緑花※による魅力ある空間づくり 

緑花による空間づくり

と維持管理 
推進 14 か所で実施 

37 か所で実施 
推進 

※緑花（りょくか）とは・・・樹木や芝生などの「緑」と四季折々の彩（いろどり）としての「花」を

組み合わせて植栽することで、街の魅力形成や賑わいづくりを行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みどり税 

緑花の維持管理 
（西区グランモール公園） 

緑花の維持管理 
（中区山下公園） 

里山ガーデン春の大花壇 
（旭区里山ガーデン） 

主要な駅前での緑化 
（港北区新横浜周辺） 

集計中 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 
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◆施策２についての評価・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 地域緑のまちづくり事業では、新型コロナウイルス感染症に対応するため、地域団体

の活動が難しい状況を鑑みて、募集時期の変更、提案団体への個別事業説明を実

施しました。提案団体には、地域緑化計画策定に向けた支援を行い、2020年度は４

団体が選考を通過しました。市民生活に身近な多くの地区で、こうした緑のまちづくり

の機運が高まっていると感じています。また、協定締結期間が終了する団体からも、

活動をきっかけとして地域に緑や花が増えたという喜びの声や、まちなかの緑化を通

じてこれまで交流のなかった高齢者と子どもなど、地域での新しいつながりが生まれ

たなどの声が寄せられました。 

 子どもを育む場である保育園・幼稚園・小中学校における園庭・校庭の芝生化では、

管理方法についてアドバイザーを派遣するなど、創出した芝生が適切に管理できるよ

う支援を実施しています。また、ビオトープの再整備の取組では、専門家を派遣して

整備計画づくりや維持管理、授業での活用法のアドバイスを行っています。子どもた

ちはいきいきとビオトープや地域の生き物について学び、計画づくりや整備、利用の

ルールづくりなどに取り組んでおり、学校の総合学習などの機会において効果的に活

用されています。 

 緑花による魅力ある空間づくりとして、山下公園や日本大通りなどの都心臨海部での

取組を続けています。また、こども自然公園などの都市公園、ガーデンネックレス横

浜での里山ガーデンなど、花や緑による空間演出や質の高い維持管理を展開し、多

くの市民が訪れる場所での魅力向上や賑わいづくりにつなげました。 

 
 

「緑をつくる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 
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「緑をつくる」施策を検討する部会 部会長コメント 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

池邊 このみ  
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（４）効果的な広報の展開  

事業① 市民の理解を広げる広報の展開 

●事業概要（計画書から抜粋） 

取組の内容や実績について、より多くの市民・事業者に理解されるとともに、緑を楽しみ、緑

に関わる活動に参加していただけるよう、戦略的な広報を展開します。 

●実績 

2021 年度 

目標 実績 

広報よこはま等の広

報紙への記事掲載 

市版：３件（９月号、11 月号、３月号） 

区版：11 件（中区版５・６月号、旭区版５月号、磯子区版５月号、 

緑区版５・６・１月号、栄区版２月号、泉区版４月号、 

瀬谷区版４・５月号） 

季刊誌みどり １件 

かんきょう横浜 ３件 

実績リーフレット作

成、自治会・町内会

への説明や回覧 

・市連会、区連会での実績報告（10 月） 

・実績リーフレット等の単位自治会・町内会長配布（10 月） 

・実績リーフレット等の区役所やＰＲボックスでの配架（10 月） 

広告、動画等の各種

メディアを活用した 

ＰＲ 

・京浜急行電鉄車内でポスター掲出：１件（10 月） 

・市営バス、公用車等でマグネットシートによる PR 

・横浜市営地下鉄車内の「YS-VISION」放映（３月） 

・横浜市役所アトリウム及び市庁舎デジタルサイネージ動画放映 

・YouTube 動画掲載：２件 

ホームページの充実 ・事業報告書の掲載（10月）、イベントや制度への募集案内（毎月）、

計画関連動画の掲載（２件） 

メールマガジンやソ

ーシャルメディア等

による情報発信 

・「横浜みどりアップ計画メールマガジン」の発行（毎月） 

・twitterの発信（横浜環境情報 @yokohama_kankyo）（毎月、随時） 

緑に関するイベント

でのＰＲ 

・秋の里山ガーデンフェスタ（9～10月） 

・農と緑の感謝デー（11月） 

・春の里山ガーデンフェスタ（３月） など 

取組に基づいて実施

したことを示す現地

表示（プレート） 

・事業実施場所での現地表示（特別緑地保全地区、ガーデンネックレ

ス横浜、市民の森案内板、各区での取組、工事現場等） 

  
※市民推進会議による広報企画としては、広報誌「Yokohama みどりアップ Action」を 

２号編集・発行。（詳細は７頁「③広報・見える化部会」参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

集計中 
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 緑に関するイベントでの PR 

（保土ケ谷区環境活動支援センター） 

広報よこはまへの取組実績の記事掲載 

(市版 11 月号) 

市営地下鉄車内での動画放映 

線路沿いでの現地表示看板の設置 

（保土ケ谷区権太坂特別緑地保全地区） 

PR 動画を活用した広報 

（横浜市役所アトリウム） 

ガーデンネックレス横浜での現地表示 

（みなとエリアの花壇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度の写真に更新します。 
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Q.「横浜みどりアップ計画」をご存知ですか？ 

計画を知っている割合は４割台で推移。 

2020 年度は、39.8%が知っていると回答 

 

 

 

計画を知っている割合は、高年層で高く、若年層で低い傾向が続いている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 横浜みどりアップ計画の実績については、リーフレットを作成し自治会・町内会へ説

明を行うほか、広報よこはま市版に記事掲載を行い、広く市民へ実績が伝わるよう努

めました。 

 また、2020 年度にオープンした横浜市役所アトリウムで、緑や花が美しく育っている

イメージ動画を大型ビジョンで放映したほか、庁舎内のデジタルサイネージ、電車内

広告でも放映を行い、横浜みどりアップ計画の取組成果をＰＲしました。 

 新型コロナウイルス感染症の影響によりイベントが中止されるなどＰＲ機会が縮小と

なる一方で、身近な花や緑が見直され、市民の森や公園が多くの市民に利用されまし

た。この機をとらえ、横浜みどりアップ計画の取組がより多くの方の目に留まるよう、

現地表示やホームページ、動画ＰＲなどを強化し、より充実した広報を進めていきま

す。 

『「横浜みどりアップ計画」や「横浜みどり税」の広報に関する調査』等の調査結果より 

計画を知っている割合（%） 

＜若年層＞ 

※「知っている」は、「取組内容を知っている」、「あることを知っている」、「名称を見たことや聞いたことがある」の計 

＜高年層＞ 

 

 

 

2021 年度のコメントに更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度の資料に更新します。 
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◆施策についての評価・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報・見える化部会 部会長コメント 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

高田 房枝  

 

 

広報・見える化部会で評価・提案内容を検討 
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５ 市民推進会議委員名簿 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 名簿（2022 年６月時点）

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

網代 宗四郎 関係団体 横浜市町内会連合会 会長 

池島 祥文 学識経験者 横浜国立大学大学院 准教授 

池邊 このみ 学識経験者 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

石原 信也 関係団体 横浜商工会議所 産業振興部長 

今関 美津枝 関係団体 よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

岩本 誠 関係団体 三保市民の森愛護会 会長 

副座長 内海 宏 学識経験者 （株）地域計画研究所 代表取締役 

奥井 奈都美 公募市民 

小野 英明 関係団体 横浜農業協同組合 営農部長 

国吉 純 公募市民 

座長 進士 五十八 学識経験者 東京農業大学名誉教授・元学長 

高田 房枝 公募市民 

高橋 秀忠 公募市民 

野渡 リツ子 関係団体 横浜市南西部農業委員会 委員 

村松 晶子 公募市民 

望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 
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＜施策別専門部会 名簿＞ 

「森を育む」施策を検討する部会 名簿

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

網代 宗四郎 関係団体 横浜市町内会連合会 会長 

岩本 誠 関係団体 三保市民の森愛護会 会長 

奥井 奈都美 公募市民 

高橋 秀忠 公募市民 

部会長 望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 

「農を感じる」施策を検討する部会 名簿

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

池島 祥文 学識経験者 横浜国立大学大学院 准教授 

部会長 内海 宏 学識経験者 （株）地域計画研究所 代表取締役 

小野 英明 関係団体 横浜農業協同組合 営農部長 

野渡 リツ子 関係団体 横浜市南西部農業委員会 委員 

村松 晶子 公募市民 

「緑をつくる」施策を検討する部会 名簿

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

部会長 池邊 このみ 学識経験者 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

石原 信也 関係団体 横浜商工会議所 産業振興部長 

今関 美津枝 関係団体 よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

国吉 純 公募市民 

高田 房枝 公募市民 
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広報・見える化部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

 氏  名 区  分 備  考 

 奥井 奈都美 公募市民 

 国吉 純 公募市民 

部会長 高田 房枝 公募市民 

 高橋 秀忠 公募市民 

 村松 晶子 公募市民 

 望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 
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６ 市民推進会議委員からのコメント 

 市民推進会議の委員を務めてきたなかで感じたことや、生活の中で、緑について日

ごろ各委員が感じたことについて、委員の皆さまからもコメントをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員ごとにコメントをいただきます。 
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７ 市民推進会議広報誌（再録） 

 

 

 

「YokohamaみどりアップAction」（2021年度発行分） 

 

第５号 2021年11月発行 

農園付公園 

（泉区 岡津町ふれあい公園） 

 

 

 

第６号 2022年２月発行 

地域緑のまちづくり事業 

（西区 みなとみらい21新港地区運河パーク花時計） 
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2022 年○月発行 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 


